	平成２６年度　射水市男女共同参画審議会

	日　　時
	　平成２６年５月１５日（木）　午前１０時から１１時まで

	場　　所
	射水市役所小杉庁舎３０１会議室

	出 席 者
	　委　員：稲垣、上田（代理出席）、沖、彼谷、砂原、瀬山、高橋、竹内（智）、中島、前田、山本、米田
（５０音順　敬称略）

事務局：副市長、行政管理次長、総務課長、総務課総務・男女参画係長、同係主任、同係主事

	欠 席 者
	　池田、亀谷、二口（代理出席）、山田

	会議形態
	　公　開

	会議次第
	　１　開会

　２　あいさつ
　３　議事
(1)　射水市総合計画成果指標の見直しについて
(2)　意見交換
　５　その他
　６　閉会

	内　　容
	(1) 射水市総合計画成果指標の見直しについて
男女共同参画に関する射水市総合計画成果指標について説明
(2) 意見交換
◇現在、男性の育児参加率は高い水準である。しかしその詳細が分からない。育児や介護など、どれだけの程度や種類に男性が関わっているのかということを分かるようにしてもらいたい。
◇各施策の満足度と重要度の表では、男女共同参画の推進と子育て支援の推進や勤労者福祉の充実が全く別々の項目建てになっている。これらは密接に関連している施策。全て繫がっているのだという認識を促す活動も行っていってほしい。
◇男性の育児参加率というのは、夫に限定した数字か。実際には、夫だけでなく祖父・祖母などが盛んに子育てに関わっている。どのような人がどれだけ育児に関わっているのかを分かるような指標を設けてほしい。
◇男女共同参画において、男女の労働感の差がなくなるということが最終的な目標だと思う。このことについて具体的な目標値を定めてほしい。
◇今や婦人会組織がだんだんと減り、自治会においても女性参画の割合が減少してきている。そこで、現段階では、自治会長に限らず自治会における女性役員の登用率という指標を設けたほうがよいのではないか。
◇DV相談件数や女性就業率はもちろんだが、DVそのものや女性の離職を防止するような取組が大切なのではないか。そこで、そのような指導に関する指標を設けてほしい。
◇子育て支援体制の充実に関するイベントの回数を成果指標に掲げてほしい。イベントは、啓発活動の一つであり子育て支援には必要不可欠なことだと思う。

◇育児・介護のために離職しなくてはいけなかった人の割合を成果指標で掲げてほしい。このことは、育児・介護に積極的に関わることの表裏の関係にあると思う。現状が分かれば、施策にも反映していけると思う。
◇民間企業における女性の就労や育児に関する意識を向上させなくてはいけない。市内でワークライフバランス研修をしたり、子育てや女性の就労に熱心な企業を表彰したりすることで、優秀な女性が市内企業に就職することを促してほしい。
◇３年間の目標を立てるのもよいが、毎年少しずつ伸びていくことも大切。次年度を見据えたうえで、今年度の目標を立てるようにしてはどうか。



	結　　果
	成果指標については、今回の意見を参考に会長と協議することで了承を得た。


概要版
